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飛ぶ教室───一千一渺物語（その８）


（渺は10のマイナス11乗。1001字以内。SFホラー風ショートショート。【少年愛の美学】の風味添え）

笛地静恵




　顧問の教師は、宿直室で首吊り自殺をした。責任を感じたのだ。流星群の観測のために、夜の高校に天文部の学生たちを招集したのが、彼だったからだ。

　しかし、先生を非難する者はもういない。遺体は校庭の隅に埋めた。噴水の脇にあった大きな石を、みんなで移動した。上に乗せた。墓のつもりである。表面に十字架まで刻んでやった。

　この世界はいつも暗い。満天の星である。月はない。

　俺達の学校は、光速の九割という速度で、もっとも近い恒星系にむかっているらしい。校舎と敷地だけである。その外側には、ただ暗黒がある。巨大で透明な、球形のカプセルの内部に、封印されているという。

　どういう仕掛けか、電気も、水道も、ガスも、供給されている。給食室には、つねに新鮮な食材が、貯蔵されている。宿直室には、風呂もある。

　なに不自由ない生活だ。

　受験も宿題もない。先生も家族もいない。

　一年間が経過した。みな何かしら趣味に没頭して生きている。

　男子高校生が十二人いる。

　勉強がしたい者には図書室がある。音楽室にはレコードとピアノがある。屋上には反射望遠鏡が設置されている。

　ネットは受信できないが、パソコンはある。現在、三名のチームが、新たなゲームの制作に取り組んでいる。成果が楽しみだ。

　校庭を散歩している者もいる。

　教室は一人一部屋を使用している。なお十分な空きがある。

　ホームシックに罹ったときもあるが、それもあらかたは太陽系に置いてきた。

　学校が、星の旅に出た夜、輝く黄金の円盤を、目撃した。この事件の首謀者ではないか。みなが、そう考えている。が、その後のコンタクトは、何もない。

　つきあっている奴らもいる。俺のその一人だ。

　恋人は下級生の男だ。いつも音楽室でピアノを弾いている。ショパンというあだ名がある。長髪で白皙。なにしろ長い指が器用だ。

　今日は、プールサイドで愛し合うことにした。プールには、温水がためてある。銀河のもとで自由に泳ぐ。水泳パンツも履かない。人の目を気にする必要はない。

　ショパンは、俺たちが、人類を代表して、宇宙人の法廷に赴くのだという。

　果たして人間は、宇宙に生きるに値する種族なのか。最後の審判を受ける。

　そう主張している。

　芸術家肌の男らしい夢想だ。

　俺の胸でつぶやいている。

　校庭に円盤が着陸した。校庭の墓石が、ぐらりと揺れた。やばい。ショパンとの三角関係になった。俺が殺した男が、蘇えるのか。
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　テレビ画面が切り替わり、渋谷駅前の空撮になる。ヘリコプターの音ばかりで地上の音は聞こえないが、どうやら大勢の人々が逃げまどっているらしい。ところどころで、人々が倒れ込んでいる。その中を、よろよろと歩き回る人間の姿がちらほらと見えた。

　悪寒が背骨を駆け上がる。

「ゾンビだ……」

　僕は思わず呟いた。とたんに、由希子が怪訝な顔を僕に向ける。

「ゾンビですって？」

　はっと、口をつむぐ。だが、もう後の祭りだ。

「ゾンビですって？　一体何を考えてるのよ」

「いや、あの、その、なんか映画のゾンビみたいだなって思って」

　ヘリに搭乗している現地リポーターの声が聞こえてきて、僕たちはテレビに目を戻した。

　大量の人間がてんでばらばらに走っており、ところどころで将棋倒しが起きている。警官と思われる人々が人波を掻き分けて前進しようとしている。上空からなので顔色はわからないが、ゾンビのようにふらふらと歩いては近くの人間に襲いかかる姿が見て取れる。倒れている人々の周りの地面は血に赤く染まっている。

　由希子は恐怖で目をテレビ画面に釘付けにした。

「ほんと、まるでゾンビが人を襲ってるシーンみたい」

　それから、由希子は目を丸くしたまま僕の方を向いた。

「何か知ってるの？」

「え？」

「探偵さんは、渋谷に行くなと言ったんでしょう。探偵さんはどうして渋谷で事件が起きることを知ってたの？ 健一くんは何を知ってるの？」

「何も知らないよ」

「嘘。何か知ってる。絶対に何か隠している。言いなさい。あたしに何か隠し立てするの？」

　返答に困った。まさか、妹がゾンビだなどとは言えない。僕は冴子のことには言及しないで、堀江探偵とともにゾンビ事件を追っていたことを告白した。

「日本の学者を巻き込んで、ある国がゾンビの研究をしていたんだ。そいつらはどうやら、ゾンビの存在を立証したらしい。そして、きっとゾンビを培養して渋谷の街に放ったんだ。これはテロだ。あの国による、ゾンビテロだ」

「そんな馬鹿な」

　言いながら、しかし由希子の顔は恐怖にゆがみ、僕の言葉を受け入れていた。

「あの国って、一体どこの国なの」

　僕は国名を口にした。

「まさか」

「そのまさかだよ。ゾンビはいたんだ。噛まれた人もいずれはゾンビになる。テイ国は軍事目的でゾンビを開発していたんだ」

　テレビ画面がスタジオに切り替わる。別の新しいニュースが飛び込んできたようだ。上野動物園に複数台のマイクロバスが乗り付け、中から男女が下りてきて、人々を襲いはじめたという。しばらくすると、上野動物園の周囲の映像に切り替わった。現地リポーターが興奮して何かを口走っている。その背後に、一体のゾンビが現れた。口の周りを真っ赤にし、肉片のようなものがぶら下がっている。由希子は悲鳴を上げ、両手で目を覆った。

「ねえ、ゾンビは本当なの？」

　泣きそうな声で言う。

「残念ながら、本当だ」

「日本はゾンビで滅亡してしまうの？」

「わからない。わからないよ」

「ああ、大変。映画と同じだったら、逃げ場がない。窓ガラスを割って侵入してくる。噛まれたらおしまい。頭を撃ち抜かない限り、ゾンビは死なない」

　由希子の言うとおりだった。ゾンビは倒れるまで人間を追い続ける。頭部を切断するか、脳を破壊しない限り、どこまでも襲ってくるのだ。

　そのとき、僕のスマホが鳴った。

「高梨さん、無事ですか」

　堀江だった。

「はい。自宅に戻りました」

「よかった。そのまま外出しないように」

「堀江さんは大丈夫ですか。今どこに」

「あまり大丈夫じゃありません。今、敵の研究施設に潜入しています。ゾンビがうようよしています。仲間が一人、襲われました。そろそろ逃げ場がなくなりそうです」

「今すぐ逃げて！　逃げてください！」

「そうはいきません。敵の指揮系統を破壊しなければなりません。それに、どうやら高梨さんの妹さんがこの研究施設の中にいるようなのです。妹さんをもとに、大量のゾンビを作ったものと思われます」

「妹のことはいいから、堀江さんは一人で逃げてください」

「妹ですって？」

　いきなり由希子が甲高い声を上げる。僕はそれを無視して堀江に言った。

「早く逃げて！」

「仲間がまだ三人います。助け出さなければなりません。それに、妹さんを放っておくわけにもいきません。もう少し頑張ってみます。では、これで」

　電話が切れる。僕はあわてて着信履歴から堀江のスマホにかけなおそうとしたが、却って危険に陥れるのではないかと思ってやめにした。

「妹さんがどうかしたの？」

　由希子が言う。僕はとっさに言ってしまった。

「テイ国に拉致されてるんだ」

「え？　病気で入院してるんじゃなかったの？」

　しまった！　何てことを口走ってしまったんだ。

　仕方がない。僕はすべてを告白することにした。

「妹はゾンビだ」

「まさか」

「そのまさかだよ。去年の秋に突然ゾンビになった。テイ国の研究グループの一人にゾンビにされたんだ。しばらく家の中でかくまっていたが、ある日突然、男二人がやってきて妹を連れ去った。妹はたぶん、日本のゾンビ第一号だと思う。テレビに映っていたゾンビたちは、妹から作られたものだろう」

「そんな……」

　由希子の両目が涙で潤みはじめる。

「のんびりとテレビを観ているわけにはいかない。僕にはやることがある」

　僕はスマホのアドレス帳を呼び出し、HM探偵事務所に電話をかけた。すぐに、河合さんが出る。

「はい、HM探偵事務所ですが」

「あ、河合さんですか。高梨です」

「あら、こんにちは」

「堀江さんから連絡はありましたか」

「あったわよ」

「だったら大変だ。堀江さんがゾンビに襲われそうになってる。助けに行かなくちゃ。どこにいるのか、教えてください」

「教えない」

「え？　どうして」

「堀江に、君にだけは言うなときつく言われてるの」

「そんな場合じゃないでしょう！　早く何とかしなきゃ」

「大丈夫。堀江はきっと生還する。あたし、彼のことを信じてるの」

「信じる信じないの問題じゃない。どこにいるのか、教えてください！」

「ミイラ取りがミイラになるだけよ。じゃあね」

　電話が切れる。僕は怒りのあまり、スマホを床に叩きつけた。

「助けに行くって、どういう意味？」

　由希子が心配そうな顔を僕に向ける。

「探偵さんが敵のアジトに潜入してる。ゾンビに襲われそうなんだ。助けに行かなくちゃ」

「駄目よ！　死んじゃうわよ」

「だけど」

　そのとき、階下の玄関の方から音がした。どうやら、母が買い物から帰ってきたらしい。

「母さん！」

　僕は叫びながら階段を下りていった。

「母さん！」

「あら、帰ってたの。早いわねえ」

「玄関の鍵かけた？」

「もちろんよ。それがどうかしたの？」

「窓の雨戸を全部閉めよう。母さん、協力して」

「いったい何で」

「いいから、僕の言うとおりにして！」

　僕はリビングの窓の雨戸を閉めはじめた。母は怪訝な顔をしながら、キッチンに入っていく。しばらくすると、両親の寝室の窓の雨戸を閉める音が聞こえてきた。

　僕は二階に戻り、自分の部屋と冴子の部屋の窓の雨戸を閉めた。

「一体どうしたの」

「ゾンビが侵入してこないようにするためだ」

「健一」

　下から母の声が聞こえる。

「理由を言いなさい。どうして雨戸を閉めなきゃいけないの」

「テレビをつけて。ニュースを観て」

　僕は一階のリビングへ行った。由希子がついてくる。由希子を見ると、母はぱっと笑顔になった。

「あら、いらっしゃい」

「お邪魔してます」

「今お茶を淹れますね」

　立ち上がろうとする母を、僕は抑えつけた。

「いいから、テレビを観て」

　不満げに母はテレビに目を移す。テレビでは、渋谷の今の様子が映し出されていた。空撮ではない。駅前のスクランブル交差点近くにリポーターが立っており、必死に何かを口走っている。

　その向こうで、ゾンビが一体、通行人に襲いかかっていた。

「何なの、これ」

　母は目を丸くして素っ頓狂な声を上げた。

「大量のゾンビが街に放たれたんだ」

　僕は言った。

「ゾンビだって？　ゾンビは冴子だけじゃないの？」

「どうやら、冴子をもとにゾンビを大量に培養したらしい」

「一体誰がそんなことを」

「冴子を連れ去っていった犯人たちの仲間だ」

　僕は母に、テイ国の研究組織が冴子を拉致し、ゾンビを大量に生み出したことを説明した。

「じゃあ、この街も危ないの？」

「わからない。でも用心に越したことはない」

　母はテレビに目を釘付けにする。由希子のためにお茶を淹れることなど、すっかり忘れている。

　由希子と僕は二階に戻り、テレビのニュースを見続けた。

　画面はディズニーランドを捉えていた。空撮だからよくわからないが、駐車場にゾンビたちが放たれたらしい。

　そこで僕は大事なことを思い出し、再びスマホを手に取った。

　飯田氏に電話する。自宅の電話だ。ゴールデンウィークだから、きっと家にいると思ったのだ。

　飯田氏はすぐに出た。

「高梨さんですか。お久しぶりですね」

「先生、ニュースを観ましたか」

「今観てます。大変なことになりましたね」

「先生の調査では、何かわかりましたか」

「連絡が遅れましたが、どうやら奥田くんは外国の組織の下でゾンビの研究をしていたようですね」

　飯田氏はテイ国の名前を口にした。

「残念ながら、これでゾンビの存在は立証されましたね」

「先生、その外国の組織がどこにあるか、わかりませんか」

「さあ、本国にあるんじゃないでしょうか」

「そのほかに、日本の支部のようなものがありませんか」

「わかりませんが、関係している団体の存在はわかります」

「それを教えてください」

　飯田氏はその団体の名前と所在地を教えてくれた。

「これは明らかにテイ国によるテロです。日本とテイ国は戦争状態に突入するでしょう」

　自衛隊は軍事行動は許されていない。自衛隊は軍隊ではなく、日本は戦争の手段を持ってはいない。しかし、本国が攻撃されれば、防衛しなければならなくなる。危機状況下であれば、威嚇射撃もできるのだ。本当に、戦争になってしまうかもしれない。

　僕は次に警察に電話することにした。警視庁や警察庁の電話番号を調べるのが面倒なので、110番する。

「はい、110番センターです。何がありましたか？ 事件ですか、事故ですか？」

「すいません。どこに電話すればわからなかったので電話しました」

「どういった件でしょう？」

「今渋谷や上野動物園やディズニーランドで人を襲っているのはゾンビです」

「偽計業務妨害で逮捕しますよ」

「ちょっと待ってください！　本当なんです。証拠もあります。暴動を鎮圧する方法を知っています。お願いだから聞いてください。ゾンビは脳を破壊されると動かなくなります。拳銃で頭を撃ってください。そうしたら死にます」

「名前と今いる場所を言いなさい。偽計業務妨害で──」

　あわてて電話を切った。

　言いたいことがうまく伝わっただろうか。警察は少し放っておこう。それより、堀江を助けに行かなくちゃ。

　しかし、本当に僕でも助けられるのだろうか。足手まといになるだけじゃないのか。

　いや、そんなことを考えている場合ではない。僕はジャケットを着てキーホルダーを手に取り、立ち上がって部屋を出ようとした。

「どこへ行くの」

　由希子が不安そうに僕を見上げる。

「探偵さんを助けに行くんだ」

「駄目！　行かないで！」

「行かなきゃいけないんだ」

「死んじゃうわよ。お願いだから行かないで。武器でも持ってるの？」

　由希子の言葉に、はたと気がついた。確かに、丸腰ではすぐにやられてしまう。

　僕は部屋の中を見回し、高校時代に使っていた金属バットがあるのに気づいた。ないよりあった方がましだろう。僕はそれを取り、由希子の頭を撫でて言った。

「ゆっこはここにいてくれ。必ず帰ってくる」

「行かないで！」

　立ち上がって両手で僕を引き留めようとする由希子をふりほどき、僕は外へ飛び出した。




【続く】


アニゲーで描いた

murbo



　書いたつもりだったレポートが書いてなくて青ざめることはありませんか？ 僕はそれが今です。

　ついでに久しぶりにMacでテキストを書いています。Mac Book airです。久しぶりのその昔はOS9時代です。OS Xになってからは初めて自分のMacです。ノートのMacは初めてです。

　正直なところOSはユーザーレベルではどっちでもいいし、ハードウェアはメーカよりもキーボードがASCII配列でモニターがそれなりであればなんでもいい。それよりもアプリケーションだ。使いやすさがあればそれでいい。で、お金かからなければもっといい。あ、あった、起動するとメーカー名がめちゃくちゃ大きく表示されるのは嫌だね。NECとかね。あの心を支配された感じがすごく嫌。

　それもあってMacもあんまりいい気分じゃない。所詮吊るしだ。

　今日はこう言うことじゃないねアニゲーで描いたんですよ。アニゲーって言うのはアニゲーフェスin NAGOYA 2020が正式名称で2020年2月15日と16日に場所はポートメッセなごやで開催されたアニメとゲームをモチーフにしたイベントですね。eスポーツん実況中継にライブ、メーカーの展示などがありまして、展示はちょっとはっきりした感じじゃなくて辛い雰囲気あったかな。eスポーツはモンスターストライクと組んでたのでかなり盛り上がっていた。ライブは鬼滅の刃の関連以外は辛そう。松本梨香さんのライブなどかなり集客あるんじゃないかと予想してたら惨敗。多分企画者は今のゲームやアニメの事情をあまり調べていないんじゃないかな。

　しかし、ポートメッセ内に設営された二つのキャパ千人レベルのステージと百人規模のサブステージは見事だった。あれがイベントの企画だろうね。



　ということで、でっかい施設とイベントにしれっと滑り込みましたよ、まあぼんがw

　いつもお世話になっているヒラタ産業の平田さんが別部隊で運営しているまちづくり関連の組織がどういうことか出店することになり、そこの賑やかしとしての参加です。

　賑やかしでもイベントでもいつも通りに描くのです。これまでと言っても三点しかないけど、その買いた絵を見てもらってこれならお願いできないかという依頼でした。

　これまでと違うのは常設会場ではないので時間が来たら撤収しなければならないのです。だから時間内には完成せずとも落とし所を決めないといけないのです。それと二日あるのでどうやって描くか、毎日計二枚か二日で一枚か、少し話し合いまして、結果二枚になりました。今は数が欲しいからね。

　モチーフは完成が自分たちで見えやすいこれまで描いたキャラクターをレイアウトして、もう一点は自分たちの中ではゲームとかアニメっぽいロケットと宇宙にしました。それでも星を野菜や果物に見立てたものですが。



　現地は広大なポートメッセにあって、事務用長机一つ程度の広さw。まさに滑り込む表現がぴったりの場所でした。場所はあまり気にせずにコツコツ描きまして、コツコツ描きすぎてわりと早く完成しそうだったので油断して会場内を見学しました。去年に自分が関わったゲームのイベントとは全然違う規模で、サブステージですら敵わない規模のものでしたそもそも照明の数が違うwこっちは三灯だもんなw。全てのステージのバックに大型モニターあったし。油断すると完成しなくなることはなく、そこは二人で描いている強みですね。

　描くことももちろんですが、全然知らない人に知ってもらうきっかけが作れないかと考えていました。コスプレの人と撮影したり、少しでも話しかけてもらえたら積極的に対応しました。実際はそんなに話せなかったです。と言うのもブースの前を通る人は少ないし、描いているときは通行する方々は見えないのです。




　そんなこんなで現地に行くまでが遠くて予算が大幅に越えてしまったことが悔やまれます。

　今回はこれまでと同じ上質紙に油性ペンのドローイングにアクリル絵の具でペイントです。サイズも含めてこのフォーマットで枚数描けると連作のようになってまとめると見やすいんじゃないかなとか思ったり。どこが見やすいのか自分でもわからないけど。




　てなことで、来月もまあぼんで描いてます。





【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記

　新型コロナウィルスで全世界が大わらわとは関係なく、個人的事情で仕事がままならないまま日々が過ぎてしまいましたがな。


北極大陸　第65号

2020年4月1日発行

編集、レイアウト、各トビラのイラスト、コラージュ、レイアウト／murbo

発行／電子パブ

各作品の権利は各々の著作者に帰属します。
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